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(57)【要約】
【課題】肉厚が薄くて均等な厚さの合成樹脂シートを材
料としても、手指を掛ける部分として十分な剛性を有す
る取っ手を備えることができて、この取っ手を利用すれ
ばテーブルが無くても容器内の内容物を容易に食するこ
とができ、しかも使い捨てできるカップ状の包装用容器
を提供すること。
【解決手段】側面１２に当てられた人の手指を上方から
覆うことになる取っ手１４をフランジ１３の一部に連続
させるとともに、この取っ手１４が縦方向かつ外方向に
延びる第１縦リブ１５を多数有すること。
【選択図】図１



(2) JP 2017-178374 A 2017.10.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肉厚が０．１５ｍｍ～１．００ｍｍの合成樹脂シートにて構成されて、底面と、この底
面に連続する側面と、この側面の開口周縁に形成したフランジ、とを有したカップ状の包
装用容器であって、
　前記側面に当てられた人の手指を上方から覆うことになる取っ手を前記フランジの一部
に連続させるとともに、この取っ手が縦方向かつ外方向に延びる第１縦リブを多数有する
ことを特徴とするカップ状の包装用容器。
【請求項２】
　前記フランジの外側に連続しているスカート部を、前記取っ手の外周縁全体に連続させ
たことを特徴とする請求項１に記載のカップ状の包装用容器。
【請求項３】
　前記側面に、少なくとも前記各第１縦リブの下端に近接させた第２縦リブを多数有する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のカップ状の包装用容器。
【請求項４】
　前記各第２縦リブは、当該包装用容器の横断面でみたとき、左右の傾斜面が頂点で交差
することを特徴とする請求項３に記載のカップ状の包装用容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装用容器に関し、特に、合成樹脂シートによってカップ状に成形した包装
用容器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　手で持って使用する場面の多い「カップ状容器」、あるいは「丼状容器」を、合成樹脂
シートという薄い材料によって成形する場合には、手から滑り落ちないようにする工夫が
必要である。この工夫としては、例えば特許文献１にて提案されているような「飯茶わん
」がある。
【０００３】
　この特許文献１にて提案されている「飯茶わん」は、「手の不自由な者が食事をする場
合に使い易いようにした飯茶わんを提供すること」を目的としてなされたもので、図７に
も示すように、「飯茶わんの外側面に、手の指がその内側で引っ掛かる逆Ｕ字状の把手を
形成した」ものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実用新案登録第３０７２３４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　この特許文献１にて提案されている「飯茶わん」は、当該文献の段落０００８に記載さ
れているように、「飯茶わんは例えば陶磁器製からなる」ものであって、飯茶わん自体が
ある程度の剛性を有したものであるから、茶わんの外側面に形成した逆Ｕ字状の把手も、
陶磁器製からなる茶わんによって剛性を有したものとすることができると考えられる。そ
して、このような陶磁器製からなる茶わんであると、簡単には「使い捨て」できるものに
はならない。
【０００６】
　そこで、この特許文献１にて提案されている「取っ手部分」を、肉厚が薄くて均等な厚
さの合成樹脂シートを材料としながら、「使い捨て可能」なカップ状の包装用容器に適用
しようとした場合、「取っ手部分」の剛性確保は容易ではない。何故なら、この特許文献
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１の「取っ手部分」は、言わば片持ちで支持する取っ手を、手の指がその内側で引っ掛か
る単純な逆Ｕ字状に形成しただけであるから、合成樹脂シートを材料としてこの取っ手を
形成したとき、当該容器や取っ手について、カット野菜やフルーツを収納したときの重量
に耐えられる剛性を付与することは容易ではないと予測されるからである。
【０００７】
　そこで、本発明者等は、肉厚が薄くて均等な厚さの合成樹脂シートを材料として、取っ
手を備えたカップ状の包装用容器を成形する場合に、取っ手を十分な剛性を有するものと
するにはどうしたらよいか、について種々検討を重ねてきた結果、本発明を完成したので
ある。
【０００８】
　すなわち、本発明の目的とするところは、肉厚が薄くて均等な厚さの合成樹脂シートを
材料としても、手指を掛ける部分として十分な剛性を有する取っ手を備えることができて
、この取っ手を利用すればテーブルが無くても容器内の内容物を容易に食することができ
、しかも使い捨てできるカップ状の包装用容器を、簡単な構成によって提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　以上の課題を解決するために、まず、請求項１に係る発明の採った手段は、後述する最
良形態の説明中で使用する符号を付して説明すると、
　「肉厚が０．１５ｍｍ～１．００ｍｍの合成樹脂シートにて構成されて、底面１１と、
この底面１１に連続する側面１２と、この側面１２の開口周縁に形成したフランジ１３、
とを有したカップ状の包装用容器１０であって、
　側面１２に当てられた人の手指を上方から覆うことになる取っ手１４をフランジ１３の
一部に連続させるとともに、この取っ手１４が縦方向かつ外方向に延びる第１縦リブ１５
を多数有することを特徴とするカップ状の包装用容器１０」
である。
【００１０】
　この請求項１に係るカップ状の包装用容器１０は、図１～図４に示すように、底面１１
と、この底面１１に連続する側面１２と、この側面１２の開口周縁に形成したフランジ１
３、とを有したものとして、肉厚が０．１５ｍｍ～１．００ｍｍの合成樹脂シートにて構
成したものであるから、特許文献１に記載されている陶磁器製のものより断然軽いものと
なっており、使い捨てし易いものとなっている。
【００１１】
　ここで、包装用容器１０を構成するための合成樹脂シートの肉厚が、０．１５ｍｍ～１
．００ｍｍである必要があるが、その理由は、肉厚が０．１５ｍｍより薄いと、内容物を
収納する容器としての剛性確保ができなくなるからであり、肉厚が１．００ｍｍより大き
ければ、この合成樹脂シートの熱成形自体が困難になるからである。
【００１２】
　この包装用容器１０では、図１等に示したように、取っ手１４がフランジ１３の一部に
連続した状態で一体成形してあり、この取っ手１４は、図３及び図４の各（ｂ）に示すよ
うに、当該包装用容器１０の側面１２に当てられた人の手指を上方から覆うことができる
ように、つまり、特許文献１における「把手」のように、手指がその内側で引っ掛かる逆
Ｕ字状に形成したものである。
【００１３】
　また、この取っ手１４には、図１～図３に示すように、縦方向かつ外方向に延びる第１
縦リブ１５が多数形成してある。ここで、各第１縦リブ１５が縦方向に延びるとは、図３
の（ｂ）に示すように、当該包装用容器１０の側面１２に手を当てて取っ手１４上にも親
指を掛けた状態で見たときに、横方向になっている人差し指に対して、各第１縦リブ１５
は直交している、つまり縦方向になっていることを意味する。また、各第１縦リブ１５が
外方向に延びるとは、図１、及び図２の（ａ）に示すように、取っ手１４に形成した各第
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１縦リブ１５は、当該取っ手１４がＵ字状に湾曲しながらも外方向に延びているのに応じ
て、外方向に延びていることを意味する。
【００１４】
　以上のように、この請求項１の包装用容器１０が、側面１２に当てられた人の手指を上
方から覆うことになる取っ手１４をフランジ１３の一部に連続させたものであるから、こ
の取っ手１４に手指を掛けながら当該包装用容器１０を持てば、テーブルが無くても包装
用容器１０内の内容物を容易に食することができることになる。また、当該包装用容器１
０が薄くて均等な肉厚の合成樹脂シートを材料としたものであっても、取っ手１４が縦方
向かつ外方向に延びる第１縦リブ１５を多数有したものとしてあるから、これらの第１縦
リブ１５が手指を掛ける部分としての取っ手１４に十分な剛性を付与することができるの
である。
【００１５】
　さらには、取っ手１４に形成してある各第１縦リブ１５が、当該取っ手１４に手指を掛
けたときの「滑り止め」の役目も果たすことになるから、当該包装用容器１０を手で持っ
て内容物を食するときに、当該包装用容器１０は手指から滑り落ちにくくなっているので
ある。以上の結果、取っ手１４に手指を掛けることによって当該包装用容器１０をしっか
りと持つことができるから、周囲にテーブルがなくても、当該包装用容器１０内の食品を
、例えば立ったまま食することが可能となるのである。
【００１６】
　ところで、この包装用容器１０における取っ手１４は、これに手指を掛けて当該包装用
容器１０全体を片手でも持てるようにするものであるから、その側面視での幅（フランジ
１３の周方向の長さ）を、２５ｍｍ以上とすることが好ましい。例えば、成年男子が当該
包装用容器１０を使用する場合、上記取っ手１４の下に人差し指を掛けるのであるが、一
般成年男子の人差し指における「中節骨」や「基節骨」の幅が２５ｍｍ程度であることが
多いため、この取っ手１４の側面視での幅を２５ｍｍ以上としておけば、この取っ手１４
には、人差し指のほぼ全体を自然に掛けることができることになる。
【００１７】
　従って、この請求項１に係る包装用容器１０は、肉厚が薄くて均等な厚さの合成樹脂シ
ートを材料としても、手指を掛ける部分として十分な剛性を有する取っ手１４を備えるこ
とができて、この取っ手１４を利用すればテーブルが無くても内容物を容易に食すること
ができ、しかも使い捨てできるものとなっているのである。
【００１８】
　また、上記課題を解決するために、請求項２に係る発明の採った手段は、上記請求項１
に記載のカップ状の包装用容器１０について、
　「フランジ１３の外側に連続しているスカート部１３ａを、取っ手１４の外周縁全体に
連続させたこと」
である。
【００１９】
　この請求項２の包装用容器１０では、この種の包装用容器が本来的に有しているフラン
ジ１３のスカート部１３ａを、図１～図３に示すように、取っ手１４の外周縁全体にも連
続させたものであるから、このスカート部１３ａが、フランジ１３の剛性を確保するとい
う本来的な機能を発揮するともに、一部がフランジ１３に連続している取っ手１４につい
ても、その剛性確保機能を発揮することになるのである。
【００２０】
　そして、この取っ手１４の外周縁全体に連続させたスカート部１３ａは、フランジ１３
に連続している取っ手１４をパンチ（オス型）・ダイ（メス型）で打ち抜く際に同時に形
成できるから、従来から採用されている技術を適用するだけで、容易に形成できるものと
なっている。
【００２１】
　従って、この請求項２に係る包装用容器１０は、上記請求項１のそれと同様な機能を発
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揮する他、取っ手１４について、周囲のスカート部１３ａと前述した第１縦リブ１５との
相乗機能によって、剛性がより高められたものとなっているのである。
【００２２】
　さらに、上記課題を解決するために、請求項３に係る発明の採った手段は、上記請求項
１または請求項２に記載のカップ状の包装用容器１０について、
　「側面１２に、少なくとも各第１縦リブ１５の下端に近接させた第２縦リブ１６を多数
有すること」
である。
【００２３】
　この請求項３に係る包装用容器１０では、少なくとも取っ手１４の下方に位置する側面
１２に、取っ手１４に形成してある各第１縦リブ１５の下端に近接させた第２縦リブ１６
が多数形成してあるから、図３の（ｂ）にも示すように、取っ手１４に手指を掛けながら
当該包装用容器１０を持った際に、これら第２縦リブ１６が当該包装用容器１０や取っ手
１４に手指を掛けたときの「滑り止め」の役目も果たすことになるから、当該包装用容器
１０を手で持って内容物を食するときに、当該包装用容器１０は手指から滑り落ちにくく
なるのである。なお、後述する実施形態の側面１２には、平面部１２ａを残してその下側
全体に第２縦リブ１６を形成する場合が示してあるため、この請求項３では、この場合も
想定して、少なくとも取っ手１４の各第１縦リブ１５の下端に近接させた第２縦リブ１６
についての限定を行っているのである。
【００２４】
　勿論、これらの多数の第２縦リブ１６は、これが形成してある側面１２の補強も行って
いるのであるから、当該包装用容器１０の上述した持ち易さをより十分に発揮するだけで
なく、包装用容器１０自体の不可逆変形をも防止して、使用感がより一層高められること
になる。
【００２５】
　従って、この請求項３に係る包装用容器１０は、上述した請求項１または２と同様な機
能を発揮する他、各第２縦リブ１６による使用感の増大が図れたものとなっているのであ
る。
【００２６】
　そして、上記課題を解決するために、請求項４に係る発明の採った手段は、上記請求項
３に記載のカップ状の包装用容器１０について、
　「各第２縦リブ１６は、当該包装用容器１０の横断面でみたとき、左右の傾斜面１６ａ
が頂点１６ｂで交差するものであること」
である。
【００２７】
　この請求項４に係る包装用容器１０では、図５及び図６に示すように、各第２縦リブ１
６が、当該包装用容器１０の横断面でみたとき、左右の傾斜面１６ａが頂点１６ｂで交差
するものであるから、特に図６に示すように、当該包装用容器１０内に収納したカット野
菜等の収納物にドレッシング等の調味料を入れてカトラリー２０で掻き混ぜるにあたって
、このカトラリー２０の先端の動きを円滑にするのである。
【００２８】
　何故なら、各第２縦リブ１６は頂点１６ｂの両側にある傾斜面１６ａが「Ｖ字状」を構
成しているから、カトラリー２０の先端を図６中に示した何れの矢印方向に動かしたとし
ても、カトラリー２０の先端は各傾斜面１６ａに案内されながら頂点１６ｂを超えること
ができるから、このカトラリー２０の先端の動きが円滑になる。それだけでなく、カトラ
リー２０を包装用容器１０内で動かす際に、カット野菜等の収納物も包装用容器１０内で
円滑に移動するのである。
【００２９】
　従って、この請求項４に係る包装用容器１０は、上記請求項３と同様な機能を発揮する
他、カトラリー２０の先端の動きを円滑にするものとなっているのである。
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【発明の効果】
【００３０】
　以上、説明した通り、本考案に係る包装用容器１０は、
　「肉厚が０．１５ｍｍ～１．００ｍｍの合成樹脂シートにて構成されて、底面１１と、
この底面１１に連続する側面１２と、この側面１２の開口周縁に形成したフランジ１３、
とを有したカップ状の包装用容器１０であって、
　側面１２に当てられた人の手指を上方から覆うことになる取っ手１４をフランジ１３の
一部に連続させるとともに、この取っ手１４が縦方向かつ外方向に延びる第１縦リブ１５
を多数有すること」
にその構成上の主たる特徴があり、これにより、肉厚が薄くて均等な厚さの合成樹脂シー
トを材料としても、手指を掛ける部分として十分な剛性を有する取っ手１４を備えること
ができて、この取っ手１４を利用すればテーブルが無くても容器内の内容物を容易に食す
ることができ、しかも使い捨てできるカップ状の包装用容器１０を、簡単な構成によって
提供することができたのである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明に係る包装用容器１０の平面図である。
【図２】同包装用容器１０を示すもので、（ａ）は側面図、（ｂ）は（ａ）中の１－１線
に沿ってみた横断端面図である。
【図３】同包装用容器１０を示すもので、（ａ）は正面図、（ｂ）は取っ手１４を利用し
ながら当該包装用容器１０を手指で持った状態の正面図である。
【図４】同包装用容器１０を示すもので、（ａ）は図１中の２－２線に沿ってみた縦断端
面図、（ｂ）は取っ手１４を利用しながら当該包装用容器１０を手指で持った状態の縦断
端面図である。
【図５】同包装用容器１０の、側面１２及び取っ手１４、これらに形成してある第２縦リ
ブ１６及び第１縦リブ１５を示す部分拡大平面図である。
【図６】図２の（ｂ）中に示した第２縦リブ１６とカトラリー２０との関係を示す部分拡
大横断面図である。
【図７】特許文献１に提案された技術を示す側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以上のように構成した各請求項に係る発明を、図面に示した実施の形態である包装用容
器１０について説明すると、図１には本実施形態に係る包装用容器１０の平面図が示して
ある。この包装用容器１０の基本構成は、底面１１と、この底面１１に連続する側面１２
と、この側面１２の開口周縁に形成したフランジ１３、とを有したカップ状のものにした
ことである。また、この包装用容器１０は、肉厚が０．１５ｍｍ～１．００ｍｍの合成樹
脂シートを熱成形することにより形成したものであるが、肉厚を０．５５ｍｍとした合成
樹脂シートを採用するのが、成形性・剛性の点で最も好ましい。
【００３３】
　本実施形態の包装用容器１０では、図２及び図３に示したように、その側面１２の一部
上部に平面部１２ａを形成し、この平面部１２ａの下側全体に後述する第２縦リブ１６が
形成してある。平面部１２ａを形成していない部分に形成した第２縦リブ１６ついては、
後述する取っ手１４に形成した各第１縦リブ１５の下端に近接できる位置まで延在させた
状態で形成してある。
【００３４】
　また、フランジ１３の外側には、図１にも示したように、一般的な容器がそうであるよ
うに、このフランジ１３から下方に垂れるスカート部１３ａが一体的に形成してあって、
このスカート部１３ａの存在によって、当該フランジ１３の平面性が確保できるようにし
てある。そして、このフランジ１３の内側全体には、図４の（ａ）にも示したように、蓋
嵌合部１７が形成してあって、この蓋嵌合部１７には蓋体１８が嵌合されることになるの
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である。
【００３５】
　さて、この包装用容器１０のフランジ１３の一部には、図１にも示したように、取っ手
１４をフランジ１３に連続させた状態で一体成形してあるが、この取っ手１４は、図３及
び図４の各（ｂ）に示したように、側面１２に当てられた人の手指を上方から覆うことが
できるような形状にしたものである。また、この取っ手１４の内側には、図１に示したよ
うに、上述したフランジ１３が連続してきており、このフランジ１３のスカート部１３ａ
については、図１～図３に示したように、当該取っ手１４の外側周縁にも連続させてある
。
【００３６】
　また、この取っ手１４には、図１～図３に示したように、当該包装用容器１０の縦方向
かつ外方向に延びる第１縦リブ１５が多数形成してある。なお、本実施形態における各第
１縦リブ１５は、これらを横断的に見たときに、後述する第２縦リブ１６と同様に、左右
の傾斜面が頂点で「Ｖ字状」に交差するものとしてある。
【００３７】
　これらの第１縦リブ１５に対しては、図２及び図３に示したように、側面１２に形成し
てあって、取っ手１４の下方になっている多数の第２縦リブ１６の上端が、当該各第１縦
リブ１５の下端に近接するように延在させてある。取っ手１４の下方になっているこれら
の第２縦リブ１６は、図３の（ｂ）にも示したように、取っ手１４に手指を掛けながら当
該包装用容器１０を持った際に、これら第２縦リブ１６が当該包装用容器１０や取っ手１
４に手指を掛けたときの「滑り止め」の役目も果たすものである。
【００３８】
　側面１２の下部の一部や取っ手１４の直下にまで延在させた各第２縦リブ１６について
は、図５及び図６に示したように、当該包装用容器１０の横断面でみたとき、左右の傾斜
面１６ａが頂点１６ｂで交差するようにしたものである。このように形成した各第２縦リ
ブ１６は、特に図６に示したように、当該包装用容器１０内に収納したカット野菜等の収
納物にドレッシング等の調味料を入れてカトラリー２０で掻き混ぜるにあたって、このカ
トラリー２０の先端の動きを円滑にするのである。
【００３９】
　何故なら、各第２縦リブ１６は頂点１６ｂの両側にある傾斜面１６ａが「Ｖ字状」を構
成しているから、カトラリー２０の先端を図６中に示した何れの矢印方向に動かしたとし
ても、カトラリー２０の先端は各傾斜面１６ａに案内されながら頂点１６ｂを超えること
ができるから、このカトラリー２０の先端の動きが円滑になる。それだけでなく、カトラ
リー２０を包装用容器１０内で動かす際に、カット野菜等の収納物も包装用容器１０内で
円滑に移動するのである。
【符号の説明】
【００４０】
　１０　　包装用容器
　１１　　底面
　１２　　側面
　１２ａ　平面部
　１３　　フランジ
　１３ａ　スカート部
　１４　　取っ手
　１５　　第１縦リブ
　１６　　第２縦リブ
　１６ａ　傾斜面
　１６ｂ　頂点
　１７　　蓋嵌合部
　１８　　蓋体
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　２０　　カトラリー

【図１】 【図２】
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